公益社団法人日本鍼灸師会　退会規程
 (目的)

第１条　この規程は、公益社団法人日本鍼灸師会(以下｢本会｣という。)定款第１０条の規定に基づき本会を退会しようとする者及び代議員を辞任しようとする者について、退会又は辞任のために必要な事項を定めることを目的とする。
　２　退会及び辞任に関し定款はじめ本会の諸規則に定めるもののほか、この規程による。

(辞任及び退会)

第２条　代議員は、任期途中で辞任しようとするときは、別紙様式１の「入会・退会(辞任)・異動届書」（以下「届出書」という。）に所要事項を記載して本会が承認する都道府県鍼灸師会（以下「都道府県鍼灸師会」という。）を経由して、本会へ提出することにより辞任することができる。　　
２　会員は、届出書に所要事項を記載し所属の都道府県鍼灸師会を経由して、本会へ提出することにより退会することができる。なお、代議員である正会員が退会したときは、代議員資格を喪失する。
３　都道府県鍼灸師会のない都道府県に在住する者であって、公益社団法人日本鍼灸師会入会規程(以下｢入会規程｣という。)第３条第２項に基づき本会へ入会を届け出た者は、前条の規定に関わらず届出書を本会へ直接提出するものとする。
 (辞任及び退会手続)

第３条　前条の辞任届又は退会届は、次の各号に掲げる事項を記載し提出しなければならない。
(1)氏名、生年月日、性別、自宅住所、電話番号、ファクス、及びメールアドレス
(2)治療院名(勤務先名)、治療院住所、電話番号、ファクス、及びメールアドレス
(3)入会年月日(所属都道府県鍼灸師会)、開業、出張専業又は勤務の別、国民年金加入の有無
(会員名簿に関する取扱)

第４条　本会は退会届を受理したときは、当該会員を遅滞なく会員名簿から削除するものとする。
(未規定事項の取扱)

第５条　この規程に定めのない事項については、理事会の決議により決める。
(規則の変更)

第６条  この規程の変更は、理事会の議を経て会長が行う。

附　則
この規程は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第１０６条第１項に定める公益法人の設立の登記の日から施行する。
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